
和歌山大学教育学部附属小学校 

第４学年 理科 授業構想シート 

授業者 舟浴 千晃 

１．単元名 ものの温度と体積 

２．４年Ａ組の子ども 

３．何ができるようになるか 

４．何を学ぶのか 

① 単元の目標 

② 教材の価値 

 

探
究
力 

・ 理科の見方・考え方を働かせながら，目の前の未知の問題に対して，探究のプロセスをとおし

て，解決に取り組む資質・能力 

省
察
性 

・ 理科の見方・考え方を働かせながら，自らの学びにおいて学びの方法や筋道を調整・改善した

り，学びを意味づけたり，学んだことを自己の生活や行動につなげたりする自己効力感に支え

られた資質・能力 

本実践の主張点 

実験方法を自分たちで考えさせることで，事象について自分なりの仮説を立て，

実験結果をより深く考察することができるようになり，探究の質が高まるであろ

う。 

 

 ４年Ａ組の子どもは「閉じ込めた空気や水」の単元で「空気は圧し縮めることができるが水は圧し

縮めることができない」という空気と水の性質について学習している。イメージ図を用いることで，

体積の変化や圧した時の手ごたえ（圧し返す力）の大きさのちがいにも目を向けて考えることがで

きた。一方で，イメージ図で“なんとなく”空気と水の性質を理解した気になっている子どもも少な

くない。思いや考えを言語化する力に課題がある子どもも多くいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 空気も水も私たちの生活になくてはならないものであり，身近なものである。空気と水の温度に

よって体積の変化が起こる現象は，日常でも多く見られる。しかし，その体積変化を空気や水の温度

変化によるものととらえている子どもは少ないだろう。温度による体積変化を日常で発見し，今回

の学習と結び付けて，知識を活用できるようにしたい。 

本単元では，初めに温度変化によっておこる体積変化の現象を見せることで，「なぜだろう？」と

いう問いを生み出し，自ら実験方法を考え，確かめようとする子どもの姿を引き出したい。本単元

は，さまざまな方法でものの体積変化を調べることができ，実験方法を考えることに適した単元で

あると考える。実験方法を吟味した後，実験・考察し，互いの考えを他者に伝え合うという活動をと

おして，自分の考えを言語化させたい。そのような過程をとおして，自然現象を理科の見方・考え方

で捉え，理解を深める姿をめざす。空気→水→金属の対象について，同じ流れで学習することで，既

有の知識が活用しやすくなると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

空気，水及び金属は，「温度が高くなると膨張し，低くなると収縮する」という，温度変化と体積

変化の関係を見出し，なかでも空気の体積変化が最も大きいことをとらえられるようにする。また，

温度の変化に伴い体積が変化することを調べる中で，既習の内容や生活経験をもとに，根拠ある予

想や仮説を発想する力や主体的に問題解決しようとする態度を育てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□□□□□□ 

□□□□□□ 

 

 



和歌山大学教育学部附属小学校 

５．どのように学ぶのか 

①単元における授業づくりの「しかけ」 

②学習内容を理解し，資質・能力を育成するための学習過程 

 ６．何が身に付いたか 

 知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

 
評
価
規
準 
 

・空気，水及び金属を温めたり

冷やしたりすると，体積が変

化することを理解している。 

・加熱器具などを安全に操作

し，空気，水及び金属の体積

変化の特徴を調べる実験をし

ている。 

・空気，水及び金属の体積変

化の様子と温度変化を関係

付けて考察し，自分の考え

を表現している。 

・空気，水及び金属を温めた

り冷やしたりしたときの現

象に興味・関心をもち，進

んでそれらの性質を調べよ

うとしている。 

 

探究力を育む 主：主体  協：協働  活：活用       省察性を育む 気：気付く 決：決める 動：動く  

主  子どもたちにとって身近な教材を用意しておく

ことで，試行錯誤しながら実験・考察ができるよ

うにする。 

協 交流の場面において，タブレットで事前の実験の

様子を見せることで，全体で結果の共有をさせ，

協働的な姿を引き出す。 

活  これまで学習してきた足あとが分かる資料を掲

示したり，思考スキルの活用を促すような声か

けをしたりすることで，これまでの学びとつな

げて考える姿を引き出す。 

気 実験方法を考える場面で，ミニホワイトボードを用い

て，考えを共有させることで，互いの考えの共通点や

相違点に気付くことができるようにする。 

決 対話をとおして多様な意見に触れさせることで，目的

に応じた実験方法を決めたり，実験結果の正しさを

吟味したりできるようにする。 

 

単元計画（全１１時間） 本時８/ １１ 

単元導入  課題の設定（１時間） 

・丸底フラスコの栓が飛び出した理由についての予想を立て，空気（水及び金属）の性質について 

調べる学習計画を立てる。 

第１次 空気の温度と体積（３時間） 

・空気の温度と体積の変化について予想を交流し，自分たちの予想を確かめるための実験方法を 

考え交流する。 

・閉じ込めた空気を温めたり冷やしたりする実験をとおして，空気の性質について調べる。 

・実験結果から考察し，交流する。 

第２次 水の温度と体積（３時間） 

・水の温度と体積の変化についての予想を交流し，自分たちの予想を確かめるための実験方法を 

考え交流する。 

・閉じ込めた水を温めたり冷やしたりする実験をとおして，空気の性質と比較しながら，水の性質に 

ついて調べる。 

・実験結果から考察し，交流する。 

第３次 金属の温度変化（３時間） 

・金属の温度と体積の変化についての予想を交流し，自分たちの予想を確かめるための実験方法を 

考え交流する。（本時） 

・金属を温めたり冷やしたりする実験をとおして，空気及び水の性質と比較しながら，金属の性質に 

ついて調べる。 

・実験結果から考察し，交流する。 

第４次 まとめ・振り返り・新たな課題発見（１時間） 

・学習を振り返り，空気，水及び金属，その他の物質についての新たな学習課題を設定したり， 

生活との結びつきを考えたりする。 



和歌山大学教育学部附属小学校 

理科学習指導本時案 

授業者 舟浴 千晃 

日時：令和２年 10月 21日（水）第６校時（14：30〜15：15） 

対象：第４学年Ａ組 29人  

１．本時の構想と学習課題について  

子どもたちはこれまでに，空気と水が温度によって体積が変化すること，そして変化の

度合いが違うことを学習してきている。本時では，「金属も温度によって体積が変化するの

だろうか」という学習課題について自分なりの予想を立て，次時にどのような実験をすれ

ばよいかを吟味する。まずは，グループで実験方法を考え，その後，全体で共有しながら

１つの実験にしぼる。その過程において，空気や水の温度変化による体積変化の関係につ

いて探ってきた経験を想起したり（「空気や水と同じような器具や加熱方法で実験を行えば

いい」と考える等），既有経験とつなげて批判的に考えたり（「金属はお湯では変化しない

だろうからもっと熱いものであたためないといけない」と考える等）することでより金属

の温度変化による体積変化について正確に調べられる方法を探る姿を期待している。 

２．本時における探究の質を高める場面と授業づくりの「しかけ」について 

本時における探究の質を高める場面は，前時までの学習を生かして，金属の体積変化と

温度の関係を調べるための実験方法を考える場面である。子どもが考える実験方法として，

「空気や水のときと同じように丸底フラスコの中に金属を閉じこめてお湯であたためたり

冷やしたりする」等の方法が予想される。この場面においては，まず，個人で考えている

ことをグループで出し合い，一つにまとめる。また，グループ間で考えを交流する場面を

設定することで，多様な考えに触れることができるようにする。さらに，実験方法を発表

する際，なぜそのような実験を考えたのか，自分たちの仮説をもとに，根拠をもって発表

させるようにする。以上のしかけを行うことで自分たちの班の実験方法が目的に合ってい

るかを振り返り，目的に応じた実験方法を決めることができるようにしたい。 

３．本時における評価活動について 

終末に「目的に応じた実験方法を考えるときに大切なこと」を振り返らせることで，協

働的に学ぶ良さや，理科の見方・考え方（くらべる）を働かせて考える良さを実感させた

い。 

 

本時の主張点 
 目的に応じて考えた実験方法を互いに交流させる場を設定することで，子ども

が省察し，これまでの学習を活用しながら，温度と金属の体積変化の関係をとら

えるためのより良い実験方法を考えることができるだろう。 

 



和歌山大学教育学部附属小学校 

４．本時の目標 

これまでの学習を活用したり，他班の考えを取り入れたりしながら，よりよい実験方法

について考え，表現することができる。 

５．本時において働かせたい見方・考え方 

６．本時の展開 
 

学習活動と予想される子どもの反応 留意点・評価 

１．本時の学習活動を確認する。 

２．予想を確認する。 

〇 金属も空気とか水と一緒であたためたら体

積が大きくなって，冷やしたら体積が小さ 

くなると思う。 

〇 金属はとても硬いから変化しないと思う。 

３. グループで実験方法を考える。 

○ 空気も水もお湯であたためたから，金属も

お湯であたためたらいいと思う。冷やす方

は氷水かな。 

○ 金属ってフライパンとかにも使われてるよ

ね？でもあまり変化がないから，お湯であ

たためても変化がないんじゃない？ 

○ 金属の棒をあたためたり冷やしたりして，

長さを測ったらいいんじゃない？ 

４．グループで考えた実験方法を全体で交流 

し，一つに決める。 

○ ぼくたちのグループは金属をお湯と氷水で

あたためたり冷やしたりするよ。だって空

気も水もお湯と氷水を使ったから。 

○ 金属をあたためる時はお湯やったらダメだ

と思う。私たちの班はガスコンロを使って

調べたい。 

○ アルミ缶とかスチール缶はあたためたり冷

やしたりしたら大きくなるのか調べてみた

いけど，丸いから調べにくそう。だからア

ルミと鉄の棒を使う。 

５． 学習を振り返る 

 〇「実験方法を考えるときに大切なこと」 

「１時間の自分の学び方」を振り返る。 

 

・ 「空気も水も温度が高くなると体積は大きくな

り，温度が低くなると体積が小さくなる」とい

う実験結果を掲示しておくことで，空気や水と

比べて考えられるようにする。 

・ 空気と水で行った実験方法を掲示しておくこと

で，金属の実験を考える時の手立てとなるよう

にする。 

・ 子どもたちの身近にある缶に使われている「ア

ルミ」や「鉄」の棒を用意し，「金属」が身近

にあるものということが感じられるようにす

る。 

・ 表出された考えのつながりや構造を，構造的に

板書することで，実験結果の可視化と子どもの

思考の整理の手助けを図る。 

・ 思考スキル「くらべる」「つなげる」を使うよ

うに促すとともに，価値付けを行うことで，子

どもたちが思考スキルを働かせるようにする。 

 

 

 

思・表 これまでの学習を活用したり，他班の考え 

を取り入れたりしながら，よりよい実験方 

法について考え，表現している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「目的に応じた実験方法を考えるときに大切なこ 

と」「１時間の自分の学び方」を振り返らせること

で，協働的に学ぶ良さや，理科の見方・考え方（く

らべる・つなげる）を働かせて考える良さを実感

できるようにする。 

☑くらべる  ☑つなげる  □まとめる  □わける  □予想する  □見方を変える 
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金ぞくも温度によって体積が変化するの

だろうか。 



探
究
力 

研究授業Ⅰ 

第４学年，理科，指 導 者：舟浴 千晃 

単 元 名：「ものの温度と体積」  

【各教科・領域において習得した知識（内容知・方法知・体験知）の活用・発揮が促され、互いの探究のプロセスが充実していくイメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決① 

「空気は温度によって体積

が変化するのだろうか」 

問題解決② 

「水は温度によって体積が 

変化するのだろうか」 

情 

③理科「水のすがた」 

・「水を冷やすと体積が小さくなる」という知識と，「水は冷やし続

ける(氷になる)と体積が増える」という目の前の現象から，子ど

もの考えにズレが生じることによって，本単元の問題解決②の課

題設定のプロセスを充実させる。 

理科「とじこめた空気や水」 

・閉じこめた空気や水を圧すことで，空気の体積は圧し縮めること

ができるが，水は圧し縮められない（体積は変化しない）という知

識によって，本単元の問題発見の情報収集のプロセスが充実する。 

 

問題発見 

「栓はどうしてフラスコから 

飛び出したのだろうか」 

問題解決③ 

「金属は温度によって 

体積が変化するのだろうか」 

課 

 

課 

理科「とじこめた空気や水」 

・閉じこめた水を圧した経験やそこから得た「水は圧し縮められない

（体積は変化しない）」という知識と，目の前の現象「温度によって

体積が変化する」から，子どもの考えにズレが生じることによって，

本単元の問題解決②の課題設定のプロセスが充実する。 

 


